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及び24時間後に夫々石油エーテルを加へた後. sox･

hlet抽出掛こ依り15時周石油モーテル抽出を行ひ,

拙山吹中の'pyrethrinsを両定員法に依り検討した｡

又同時に熱処理を行はない粉 1kgを同様に処理して

搾汁液3L.(pH6.0)を札 同様に基矧 こ作用させて

pyrethrinsを定立した｡ その結果は Table_6に示す

如く熱処理を出さないものから得られた搾汁液を作用
させた2JiTIのみに pyrethrinsの減塁を示した｡以上

J:t)収雑後2ケ月経過の除虫菊乾花中にもpyrethrins

分脈脚娼系が存在し,之が乾花貯蔵中に放ける pyre-

(hrinS変TIの式要な-因子となっているものと考へら

れる｡

結 論

(1) 除山菊乾花の熱処理及び冷廊 tT～蔵とpyrethrins
の変TIを枚対し,屯に熱処理に依りenzymesを不活

也化させた除山菊乾花から狩られた搾汁液と如処理の

卿紬 ,らNられた搾汁液を韮質 に作用 させ, その
pyreLhrinsのは虫を検討し,pシrethrinsLを変質させ

る凶手として群議作用が大きく働いている串を確認し

了こ｡

(2) 除山菊新鮮花の搾汁液のpHは背から満開直後

にjiる迩いづれも強い懲性を示した｡このように植物

体円に放ける pyrethrinSの生合城が感性･旭で行ほれ

ているWは pyrcthrinsの安定性の上からも興味托い

り収 である｡
(3) 除山菊新郎花の押汁液を益田 (除虫菊粉)に作
･Jtは *'pyrethrins分脈群議系の段通 pH.及び温度
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ⅠnfluenccsoEthepyrethrindecomposingenヱymeS

on thedegradation ofpyrethrins during l九e

storageofdriedpyrethrum flowerswereStudied.

(1)･'Enzymaticactionwasconfirmedtobeone

ofthemost､importaTltfactorsoEdegradationoE

pyrethrinsindriedpyrethrum flowersbymeans

ofthepretreatmentwithheatandstorageinthe

cold.

Itseemsmostdesirabletotreatwithheatjust

aftertheharvestinordertoavoidtheenzymatic

degradationofpyretllrins,

(2) pHofthejuiceobtainedfromfreshf一ower;

was.stronglyacidicthroughouttheperiod of

efnorescence.Itisinterestingfrom theviewpoint

ofstability o【pyrethrinsthattheyarebiosyn･

thesizcdundersuchnacidicconditionon.

(3) Thepyrethrindecomposingenzymeprcpa･

rationfrom freshflowershasitsoptimumatPII

6andat-30OCa-ndactsonthesubstratcofpyre･

thrumpowdermostvigorouslyundersuchanac王dic

conditioa.

CltはCdTankEor.AnimalAhnllre.A NewDeviceforControl一ingtheF一yMaggotsfromAnimal
Manure.NanzaburoOMORr(DepartmentofMqd王calZoology,ResearchInstituteofEndemics.
Nll由sakiUniversity)ReccivcdNov･6,1956･Boyu･Kaga払 21,-144,1956. (withEnglish
resuJn色,148)

30･ 大森式密閉堆肥合につし｢て 大釦 だ 郎 (脚 荷大学 風土榊 悦 所 衛生動物学研光起)31.
ll.6.愛.哩

従来, 物理的或は化学的な; いかなる方法ででも駆除の極めて困難であった堆肥から発生するイエ

バエ,サシバエの幼虫を完全に殺し得る群閉堆肥合を考案試作したのでその概要を解説する｡

由 L. 首

盛付でのイエJ)･ェ,lサ'シイ豆 q)主批 発生粒は動物

令 (馬,年,豚,山芋,綿羊等の謹1倍 及び堆肥舎)で

144

あるが,動物舎及び堆肥合の改善或は苑剤の撒巾によ

ってこれらの凪塀を挟滅することが従来極めて困難で

あったことは周知の過りである｡諸外国でも古くから
この間脱についてBjiを悩まし色々な物理的或は化学的
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な方碑が..l'相 られている｡例えば.眉目'･城は判収の F'･
に堆肥をfl'lllr･.汁,その 卜に水を入れて如いて成熟幼

山が鮒 ヒのため rIrjする時に水Ilにi祥らて水タヒする施

設.朋 巴の雌机2)/.laLJ郎こf/,.tを凧って水を油め,i山 ､川

す幼山をこの･llで柳クビさせるtk,或は雌も11をすっか

りカバーで倣ってF'E卵をIEJJ'いた'りiaい.Llけ 幼虫をtf'/)･'こ

始めて私に食わせたりするIJ一弘 証には鵬肥自体の働

斬熱を利用して卵や11'冷 幼虫を殺す方法等が考えられ

ていた｡然しこれらは何れも一長一短があって極めて

新作な放火を邪 ､りし守りるものではなかった｡ニ軽掛こ.I-i･

々の観淡でも消･迅堆肥合で堆肥の捌 ､化 か誰や麦茶特

に後者の芸中に入って桶化するものがrTJJJ克りにあるこ

とを兄ているし,雌肥からの削 巴や,幼山の水死した

水溜IJSオオタロ･lplカやアカイエカの如:遜発/ヒ助F97と

なるであろ うことはあまりにもqljらかである｡近年

DDT を始めとして新殺虫剤がk:a々 空似してきて,概

数の状域 L-新紀元を劉するかにhiえたが,LRlLiはそ

れが柵､11閃難である■15を経験せしめられつゝある｡こ

の意味に放ては,こゝに鮒介する密I朋雌 肥合は市介か

ら発/Eする瓶Wlに淵する触 りでは,尚今後の研究に挨

たね･ゴならない多くの開延があるとしても,殆んど完

全にこれらの弧額を撲滅することができるものと.f血わ

2▲■_
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れるので,以 lI･その梢温 撲滅の広洞 せび班川上の誠
11三.立について帆配を試み.!P;･inlの御批判と出に現出的な
JJ-I.'1Jへの抑叔'Jtを仰ぐ次qさである｡

補 遺

耶1問の とうfJyt悦と712卜司に′JiすJ:うTJ描出を持

つ｡介内の収用=こは耶3帆こ′Jくす.上うな竹製の巧手を

入れ, その J･.にJ化肥をもIfZJL･_ける L̂TU-の 卜には約
4-3cmの抹さに水を肌しておく｡耶 t抑 こホす試作

Fig.1.
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Fig.3.

食は 卜部の約 45crnが地 卜に埋めてあるが,~必ずし

もその必出がないので,節 2図では地表面に作るよう

に作凶してある｡節3図の伯底面左端Jには高さ 7･5cm,

‖)10cm のjji･')ifJ-けられているが, これは全 く必要

がないものであるから節2凶には'8いてある｡

撲 滅の 原理

矧X･J堆肥"uhは橡姥 に配り,堆肥は良Jr′i迄完全にH.;れ

てくるので,成鵜幼山は蛸化のため･乾燥した土巾に潜

入し,tうとして㌍子からトへ脱.'ll,する｡ この溌幼虫は

水rHこ.18らて悉 く溺死する｡

解 説

gT)胸 介へ新しく投入した政雄が3[竃や尿で汚され姉め
るとサンバエやイエバエの産卵が始まる｡敷革■三相H

追J)[けほ人されるが,新しく交換してから-igF尚後に徹

'%すると,那.],21glの幼虫及び3)抑こなつたばかり

の ものtJとが発化される｡これをLLlに 2,3 r佃T'舎内

に放irル てわくと幼山は成熟してやがて周囲の抑 乾燥

した f二申に桝人する｡上山こ/J*;L':ル て周辺の土巾を比る

と.JJR粕幼山から,TJU姐 蛸迄5数に発見できる,Lう

になる｡従って救JjSの交換後少なくとも一週間迄のも

のを,両も'}一己令に放 り.Hl.して密閉川iFJ巴作へ入れる｡こ

のたeJ)には軸物合を漆喰かコンクリートでた みゝ数鼓

)とび蚊府re'J'占J7Iに取 り除くことかできるようにしてお

くことが必瀕である｡

このようにしてlr,q出した-･週胤分の堆肥を舎杓のJJt

T附こ入れてあるnrCl-の｣二にも'iみ上げるのであるが,台

のlノゴiigに盛が触れないよう,時々I.&水しなから秋材Lの
)r3を整え,.lL'.米得れば略々知形になるように,よく踏

み込みTJが らも1み上げることが望ましい｡堆肥は向ら

に徴醇を始め冬瑚 (夏期も略同じ)で も4Eln位に巌
に71'55-60oCに連する｡中心部は2日口に 250C, 3

uL=こ斑に 50oC 前後に述する.散水を充分行って
おけば最砧を 50oC 前'&に止めることができそうで

14(i

ある ('f及び腰の堆肥の場合)｡ その後極めて孜々に

iLl･lURが 卜る｡5日日位迄には牡も竺甲古きは鳩めの高さ
の2/3位となる.一週rRl入会しておけば可l戊り憐鵜す

るが 10日乃奄 2週間耶いたものはまず完熟したもの
と見てよいようである｡汀行もこの間肥料価柄の低 卜に

起 らない｡この点にFy.･:ル ては執 I']家による加工;.'を11Jて
いるが今後とかこ純査するつもりである｡このように,

lJJ成 り知期間に慣熟させ子llることはこの堆肥会の相良

の一つである｡

染 上は2本の丸竹を比として,その上に刷紗 .､14本

(凶には分 り易くするため7本しかl相,､ていない)の

丸竹を針金で州)立して全休として 1,27×1.90m, (.'h'
さ約 14cm 位になるように作川 ま.よい訳であるか,

この大きさでは人口を姐らないので,これを2クJして,

0.60×1.90m (この間に抑竹 7本をiLr,:べる)のものを

4肘 乍る｡この繁子を合伯の片Tf]7へ2枚ずづ入れる｡

名:者等は実験の都合 ヒ低価のFrt火に水根を作り焚j'-杏

交 Iiに上げて,卜に水タヒしている幼山を採放するのに

班ならしめたが,実.熱 こは,この僻壁は必出かない.

もし作るto-らば 卜朝日こ穴をあけて栓をしておくことが

必要であろ う｡

王聖子のJ･.にも-1み⊥',J'た一週.JEltJ/hの放恭r17には._上述

のように,卵lkび各刺の幼虫が光化されるが,堆肥の

憶酢が進むにつれて幼虫は速かにJ戊良し卜/(jして水ql

に港ちる｡人舎後3FHl位迄の闇はその数が少ないが,

4FIFは〉ら7JIR位迄の刑には大冊分満ちてしまう｡

1,2月から3月中旬頃迄は殆んど雌肥rTHこはjJJ山は発

化されないが,その他の時J掛こは徴百から敬T･,i止も
多い時には (豚3所分から)-7J位の幼虫がf',Jir'る｡

このように大発JJ=をしている帖には2週租後位迄も尚

Il汗 のi:))山が満ちてくることがあるiJ,I,一般的には10

FiJtJ至2逆帥tLdも舎仲こ放て'Uけ れば充分である｡えJJ山が
多発している帖は内壁 に'Jい上って蜘化するものもri
ニトは られる.これをIyu'ぐためには内壁を出来るだけ滑

かにし,藁が内壁に触オ1ないようにa三悪すべきである｡

このために;空手の上に古さ 5cm 位の矩形の人相を汁ri

きこの11か ら雌肥をもrlみ上げていくことも考えられるC

の内で蝋化し羽化するものがあっても大部分は牝肥の

｣ーやAく両へ満ちて死ぬ｡

この様に堆肥F=f-1の地山か始んど水申に港ちてタヒに,
もし,肖-l:のものが舎Iノゴで;J;J化することがあってんこれ

らもやがて合内で弛んで鮎札 牡肥中のものはノ占全に

穀されてしまうことが本牧肥舎の節二の,両 もJ滋大2)

特長である｡

一過間合内に放EIしたものは可I成りよく慣熟するの

で会か ら搬H二IL後は最L胡;屯の発生砿!とはならないのであ

るが,普通には101=l乃至 2週間人介しておくことが

望ましいから,この舶合には尚iti,成虫が産卵するよ
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うな恐れはない｡先熟した堆肥小では11'偽物はrJL'Ilitに

!.T!(剛 ヒされてしまっているので幼iltの栄花恥はnlEHl-･

TL:しないからである｡このように速成的に尤熟した堆

肥は出か牲Idtらに伏用しても良く,誠は納用内に机み

｣こげて糾 ､ても良いがmの発生する心配のない如 ;こ

のJJ.lJ三ゐ耶三の特長である｡ ､

円u三約6尺に9尺.拭き約6尺の内容机を持つこの

qL:肥介の半分の両統に,豚3頭分の,一週間分の敷藁

を入れL.一週間後の落付いた状態が郡3図に示されて
いる｡成Fr･1豆氏からの一週間分の敷革を上のように蝿

邦の半両に略, 矩形にbliみ上げると, その指さは約

70cm位となり,5日後には50cm 以下に鞘付くから.

ILl屑だけでもlJyr･2iE-fiの一週間分の堆肥はfl'tみ上げ柑
る欝である｡それ故.長い方の両nErJ両に扉を付けてお

いて.咋1頭.豚3豆氏分位の一週間分の政道を半田に

入れ,次週の分は他の半両に,その次の週には.最乃II

週の分即ち2i郡司経過させたものを取()EIルて,その

後へ入れる'ようにすれば毎週交換する市会の敷矧 も

2週間ずつ禽内に田くことになるからその中2)租の幼

虫を完全に撲滅することができる｡

注 意 事 項

堆肥舎内の掃除 実子の下の水の巾へは堆肥の府

や幼虫の死体が粥るし,淡肥も流れ川るから,あまり

証!厚になったり.珊分的に碓高くなると幼虫の53い上

る恐れをttげ る｡それ故.少なくとも一ケ月に-同位

は汚水を汲み上げ掃除をして新しく旺水することが男

ましい｡このために,拭部に横切斜をつけて低い方の

邦に搾みを作るとか,予め水班を埋めておいて,こゝ

から打J'-水を汲むようにすれば掃除の時もn!利である｡

地即的矢作にもよるが封朋巴合を経てる土地D一方が低

い場合などには拭部近くに械穴をあけて.タ偶 から栓

をしておいて花期的に汚水を抜くことも考えられる｡

この汚水は枚肥上して充分利用できる｡

堆肥膏の大きさと位妊 内容別は,入れるべき堆

肥D矧こよって決めるべきであって,既に述べた程舵

の楽市放ならば図に示した大きさで充分である｡大家

-Gfを多放飼養している母家ではその頭数に応じて大き

くする必IA(がある｡柔丑てるべき位田は,番台と堆肥田

城とのrllflfJがよい｡耶肥余を-Gf合の一両に托して作り.
敷藁を旅人rlから耶陀穴=(･の｣二へh'lみ上げ,2i馴'J役
にはl正対川の鰍l旧 から班らに堆肥m場へ耶めるよぅ

にするのもーU三であ7)う｡

撫出入口の位置と大きさと散 堆肥を搬入,搬出

するmF7は少ない礼 文小さい6!.51(密に.TSt),泣好

をよく伴つことにもT.i-ら,時に戸坂の,qRrt.Jから幼虫が
氾いtIけ ことを防ぐことにもなる｡然し一方から考え

ると,川入口が大きく,駅が多けrLはそれだけ伊利で

郡 21:yuf･-1Y
ある｡例えば,弼介に而した瓜 ､川両に2ケ孤 堆肥

田切3IlJに2ケ177閑ITJがあれば-iqF1..J矧 こ搬入したもの●
を,2i那 げ っ人中させた鞄,交托に粒11げ ろ昭には

非'Il'ftこ政利である｡rJqF1-の位田が想いと缶内で一過rtq

矧こL.Lみ押えねばならなくなる｡要するに.一過問梅
に入れ 竹内で2iuILTl偶 才は せT=ものを栢iu搬山する

ためにはどの州抑 こ蛾つの.Hl入口を作ることが班別で

あZiかを考え,各別之も符合のよいよIぅに設計すべき
であろう｡搬Hl入口の大きさは拭い方が刑ましいが不

位でもある｡図に示した郡此奴は多少大きい程TrQ:のも

のが望ましい｡

繁子の形状構造及び材料 や子は班に述べたようt
に,既の片田へ2枚ずつ.計4枚入れられろように.

-つIJ)Ti子を,2本の丸竹の枕に7木の竹を紡び付け

て.0.60×1.90m,絹さ14crD位たなるように作る
が,出来るだけRがあらく,m]-1liなもので,その上と
か,堆肥との問で幼dlが蛸化する場所を与えないこと

Iが耶-の狙いであり.'./H:'価であることが那二の狙いで

ある｡然し煎弱を云えは,鉄格子の上に那形の川仲を

のせ,こ へゝ堆肥を8'Zみ上げて,これをそのま 板ゝか

レールの上を折らせて伽勺に入れるようにすれば.水
巾には太い丸竹を2木tll,:ペて支えとす川ゴよい｡令内
で移動させる時も丸竹の上を滑らせれはいともmIMこ

喜郎ますむ｡A,,TZ子の形.m凪 材料及びその和.Lll入万状,
従って又,関戸の柁f孜や大きさについては今後色々と

梗利なものが考究されるであろう｡

堆肥の撫出入を定期札 規則的に行うこと 葡rl

的には,述べる必公のないことであるが,実際にはE3

郡の多忙,人手の市1.q:A.その他色々の都合で,敷茶の

交換朋闘がのびるであろうし,家欝を多数飼育してい

る家では侮日或は不定期に,訳には動物舎矧 こ別の口

に敷革を交換してその都度堆肥合へ追加投入したいと

考える人がいるかも知れない｡このことは,然し,こ

の堆肥令の城川目的に全く反する｡その郡山は班V_逮

べたことから明かであるが柑 こui志せねはTlらない｡

経費について 胡作した枇肥介の柁代を昭和30叩

3月IIa成当時の昭llViで示すと;21の血t)である｡この封

作が出家のIT･･で行われるとすると=11その他多少節か成
される所もあるが.atYF･:介では,往 12mm.長さ2m
の鉄筋を5木拭ってあるのに.耶2回の設計図では径

6mm のものを 26本入れることになっている｡後者

の代金は昭和31年11月現7LT三で約2100円位であるか

ら,差引,総経費約 12,300円となる.このように鉄

筋を入れれば半永久的なものができる｡

終りに,この堆肥舎は長崎県衛生部の｣ノ淑忠行部

長.大村保鮎所の桁田通男所長の御尽力によって試作

されTこものであることを附串しておきたい｡

EJEJ
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摘 1 -雷 ･

･E'i付でイエバ羊とサシバエの主要な発生群である堆
肥から発出するこれらの粗塀の幼虫を完全に殺城し狩
る抵m耶肥台を考案試作した｡この堆肥合は内法.巾

2り1,卿 了2･7m,高さ 1.7m の煉瓦とコンク))- ド

で作ったもので,巾 0.71m,高さ0.95m の関戸が挟

81rJflLlHこ一つずつ設けてある｡円城には竹製のar'子を田
5,その ドに水を 4-5cm の托さに茄指す｡一週間分

0神柵 の飲茶を, 牧水しながら父子の上に,r堆肥の
椛fl地相I'1粒形になる様に,而も内壁に触れない様に,

形別 技え,沈｢I.:しながらもrlみ上げておくと,堆肥は速
かに概伸し的め4日目位には中心部の鏡筒組成が50-

60OC.にiBする｡堆肥中の卵は幼虫となり,幼虫は成

鵜して蛸化のためF行して水中に訴らて悉く溺死する｡

この111恥ま･3,4-7日El位の[糾こ起るが稀には2週間

筏にも少放満ちてくることがある?然し一般的には10
HJは}:2i坦EAl放置すれば充分である｡

fTJ勺は柘蛇に湿り,堆肥は全休捕れて､くるので堆肥

の-1IIIyJや遊芸巾で痢化するものは全く見られず,堆肥I
を仲捌こFrdIれないように硯めぽこ でゝ蛸化するものも

なく.水中に搭ちたものが這い上ることも殆んどない｡

巾fJgに10日乃至2週間'BL､た堆肥は充分囚熱するか

ら.J洲 拙2)発生癖 はならない｡斯様に,この堆肥

' 伽 iltEJ把を一定川周通過させることにJ:つて,肥料価

LLI'絶 滅することなしに速かに濁熱さi,その中の塩類

の肋dlをlJa令に水中に鞘す0両もこの堆肥合からEh'li
･した椛肥はその後妃祝の発生邦とはならない｡
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Resume

.A tankmadeofbrickandconcreteis(leviscd

fortheput-poseofcontrollingtherflymaggots

f,om animalmanureふhichisthegreatestsource

ofthehouseny,Muse.adomeslicaviciTlaand(hc

biting Ptablefly,Sto,TiOの′SCalcftrallSin farm
vil一agesinJapan.

_Theexteriorview ofthetankisshownin

Fig.1.Thistankconstructedintrial,isbeing

buriedbyabout45cm,underthegroundlevelbut

itneedsnotnec.essarilytodoso(cp･Fig･2)･The
planpotthetankisgiveninFig.2;upperlefE

showsafrontalview;upperrigllt,alateralview;

lowerright,agroundplan;lowerleft,aplane

figureofthelefthalfofthebottom,halvedbya

concreteseptum,witha-latticeplatformmadeof

bambooonwater.Theseptumisconstructedonly

forexperimental purposesincollcclingthedead

larvae,Thebottom isdesiredtohaveaslow

inclinationtowalrdsanyonesidewhereadepthiS

･equippedfor easeindipping outofl九ewater

havingdeadlarvae･-Fig･3Showsapi一eoEmanure

from threeswineforsevendayswhichwerehirly

rottedbyasevendaysstorageinthetank.

Themanureisremoved from thestable.at

least,every苧eVenday岳andpiledsprinklingwilll

wateronthelatticeplatform whichstandswithin

andoverthewateran(1thenthedoorsoElhe

tankareclosed lightly. With theprogressin

fermentationofthemanure,al一ofthefullgrown

larv(Tle'migratingrfrorpthemanurefallthrouLlhthe

lattice.andaredrownedinthewaterbelow.

､TheiIISideofthetankbecomeswateryandthe

manurelthustreatedb占co'pessocompletelywet

uptoitsoutermostlayerthatthelarvaearemade

impossiblelopupateonthesurfaceof(hepileor

evenintheinsideofl九esta一kofwheatstrawsor

atanyotherp一aceinthetank.･The periodoE

timerequiredtodestroynearlyall(helarv.lefrom

apileofmanureinthetankissuffcientinseven

daysbutit.mayneedfrom 10t614daystoensure

lOO% morta一ity.However,Stillmorecareshould

betaken tomaketheinsidewallassmoothas

possib一e andinslackingthe manureloavoid

touching tlleSidewa一l.ThemanurelakellOut

from thetankafterthestorageoffrom 10 lo

14daysisweltrotted,andconsequently,noElics

areattractedtoitto一aytheireさ85.


